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神経障害性疼痛とは？ 

国際疼痛学会（International Association for the Study of Pain: IASP）は神経障害

性疼痛を「体性感覚神経系の病変や疾患によって引き起こされる疼痛」と定義しています

[9]。これは神経が損傷したり、神経系の病気に罹患したりすることで生じる痛みのこと

です。神経は、電気的あるいは化学的な信号を体中に伝える「ケーブル」のような役割を

果たしています。そして、神経系は身体機能を制御・調整するネットワーク（神経網）を

構成しています。神経の損傷や神経系の病気により神経の構造や機能が変わることで、神

経障害性疼痛が発症すると考えられています。 

 

研究者や医療従事者は、神経系のどの部分が影響を受けているかによって、神経障害性疼

痛を「中枢性」と「末梢性」の2つに分類しています[15]。 

 

中枢性神経障害性疼痛とは、脳と脊髄からなる中枢神経系の損傷や病気が原因で起こる痛

みを指します。たとえば、脳出血や脳血栓で起こる脳卒中や脊髄損傷が原因で発症するこ

とがあります。また、多発性硬化症やパーキンソン病の患者が経験することもあります。 

 

末梢性神経障害性疼痛とは、末梢神経系の損傷や病気が原因で起こる痛みを指します。末

梢神経系とは、中枢神経系から枝分かれし、腕、脚、顔、胸、お腹など全身へ張り巡らさ

れた神経網の総称です。具体的な原因としては、神経の圧迫による「坐骨神経痛」、糖尿

病の合併症である「糖尿病性神経障害」、帯状疱疹の皮疹消失後にも持続する「帯状疱疹

後神経痛」などがあります。また、がんの治療（特に抗がん剤治療）が原因で起こること

もあります。 
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どのような症状がありますか？ 

神経損傷や神経系の病気が神経障害性疼痛を引き起こす機序は多岐にわたり複雑になって

いるため[4]、神経障害性疼痛を科学的に理解することが難しく、その痛みの感じ方にも

個人差があります。 

 

神経障害性疼痛の痛みの感じ方は、人によって大きく異なります。「ヒリヒリと焼けるよ

うな」あるいは「チクチク刺すような」痛みを持続的あるいは断続的に経験する人もいれ

ば、「電気ショックのような」痛みを感じるという人もいます。痛みの強さや症状の現れ

方、そして毎日の生活や心の健康にどれほど影響するかは人それぞれです[5]。 

 

 

神経障害性疼痛になる割合は？ 

「一般人口」の成人における約7〜10%の人が神経障害性疼痛を抱えていると言われていま

す[1,18]。これは、大人の10人に1人がこの痛みを経験していることになります。なお、

子どもが神経障害性疼痛をどのくらい発症するかはよく分かっていません[6]。 

 

神経損傷や神経系の病気を経験した人が、必ずしもこの痛みを発症するわけではありませ

ん。なぜ特定の人が発症し、それ以外の人が発症しないのか正確には分かっていませんが

、「年齢が高い」「女性である」「健康状態があまり良くない」「遺伝的素因」などが、

神経障害性疼痛を発症しやすい要因と考えられています[17]。発症した人の中には、時間

が経つにつれて、あるいは治療によって良くなる人もいますし、痛みが持続する人もいま

す[2]。 

 

 

どのような影響と負担がありますか？ 

神経障害性疼痛は、患者個人だけでなく、社会全体にも影響を及ぼします。 

 

痛みに伴う苦痛、身体および睡眠障害などの程度は人によって様々です。仕事や家事、社

会活動に支障が出ることもあります[8,10,14]。痛みの影響が比較的軽微な人もいれば、

生活が一変するほど影響を受ける人もいます。 

 

患者は、日々の生活の中で多くの問題に直面しています。たとえば、痛みによる精神的・

社会的な影響にどう対処するか、どの治療法を選ぶべきか、どのようにして信頼できる情

報を見つけるか、また日常生活の中でどのように症状と向き合っていくかなどの課題です 

[13,16]。 
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神経障害性疼痛が社会にどれだけ影響や負担を与えているかを知るには限界があります。

しかし、この痛みを抱える人は、そうでない人に比べて、身体的・精神的および社会的健

康の状態が悪いことが分かっています[1,3]。さらに、働けなくなり、治療が必要になる

ことで、患者個人の家計のみならず国全体の経済にも大きな負担がかかるのは明らかです

[10,12]。 

 

 

今後の取り組み 

IASP（国際疼痛学会）が定める「2026年グローバルイヤー」では、今までに得られた神経

障害性疼痛の科学的知見を明らかにしていきます。今後のファクトシートでは、以下の主

要なテーマについて概説する予定です。 

 神経障害性疼痛の原因と種類 

 世界が直面している、痛みの理解と治療に向けた課題 

 私たちの考え方・感情・生活様式・コミュニティ・文化が痛みの感じ方にどう影響する

か 

 神経障害性疼痛を抱えながら生きるということ 

 神経障害性疼痛を認識し、理解し、治療するための科学の進歩 

 

 

まとめ 

今回のファクトシートでは、神経障害性疼痛とは何か、そして患者や社会に及ぼす影響に

ついて解説しました。まだ私たちの知識は依然として不足している部分がありますが [11]

、神経障害性疼痛に対する理解を深め、より効果的な治療法を開発し、痛みを持つ人々の

生活を改善するために、研究者や医療従事者は痛みと向き合う患者と共に歩み続けていま

す。 
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